
地域防災力向上をめざした取組方針 

4 つの取組段階を定め、それぞれを着実に実施して地域防災力向上をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 地 域 防 災 力 の 向 上  

第 1 段階 

想定される災害

リスクの把握 

第 2 段階 

災害への備え 

第 3 段階 

防災訓練の実施 

第 4 段階 

災害時の 

地域間の連携 

住民一人ひとりが地域の

災害リスクを確認する 

最新版ハザードマップの周知 

過去の災害記録の収集 

まち歩き等による危険個所の確認 
地域の災害リスクを 

自治会で共有する 自治会のハザードマップを作り、 

自治会で共有する 

災害時の行動を一人ひと

りが決めておく 

世帯別水害時避難方法調査の実施 
(ひな形を参考に地域に即したものを) 

自治会で住民の避難方法を把握 
防災活動に取り組む組織

の体制を整備する 

災害発生時の具体的な対

応を定める 

防災計画・避難計画の作成 

(緊急連絡､安否確認､避難誘導、

避難行動支援対応等) 

防災訓練の実施 

訓練結果の検証と改善 

避難時期の確認 

訓練実施要綱の作成 

防災計画の見直し・修正 

マイタイムラインの作成 

地 域 の 防 災 ノ ウ ハ ウ の 

共有 

災害時の地域間の助け合

い事項を決める 

課題ごとのワークショップの開催 

定期的な連絡会議の開催 

自治会間の横断的な取組 

避難所の運営 

一人ひとりが災害への備えをし、地域全体として防災訓練を継続して実施し、 

防災ノウハウを蓄積していくことにより地域の防災力を高め、 

地域での助け合いの輪を広げていく。 

段階 目標 活動事例 

一般社団法人能登川地区まちづくり協議会 安全・安心事業部 


